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日 五 十 月 三 年 四 廿 治 明

動

物
彩
色
の

起
原
硬
ぴ

埠
効

弔

寫

三

卷

一

⊃

四

・
余
の

實
驗
す
る

所
に

依
れ
《

去
る

明

治

十
八

年
入
月

某
H
美
濃

國

武
儀
郡
州
原

棘
瓩

境
内
の

土
を

堀
う

袋
に

納
る

者

め

ウ

親
し
く

尋

る
に

愛
知
縣
人
に

し
て

本
年
は

害
蟲
の

發
生
し

た

れ

は
此
土

を
持

ち
皈
り

田・
甲

に

散
布
せ
ハ

宝

鼠
蛾

自
ら
沿…
滅
せ

ん

竃

答
へ

し
事
」
の

ウ

是
れ

學
理
に

乏

き
者
粕

其

原
因
を
知

ら
き

る

よ

o
大
な
る

損
害
を

招
く

事
あ
り

以

上
ハ

多
く

農
家
の

聞
に

行

る
丶

説
な

れ
懸

弘

抱

腹

絶
倒
よ

堪
へ

ぎ

る

は
往
々

中
等
以

上
の

人
よ

し
て

害
蟲
の

偶
然

發

生
ず

る

樣
に

思
ひ

居
る

事
に

て

實
に

殘
念
極
ま
る

ξ
竃

歎
息
ず

る

の

み
な

り

　
　
　
　

　
　

ー
△

孝

ー
？

ー
占
白

ー

 
動
物
彩
色
の

起

源
及
び

其
効
用

（

啾
鰍
頭
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
宍

　

戸

　
　
一

　

郎

　
　
　

　
認
識
の

用
を
鴛
す

彩
色

逧
宇
の

草
食
獸
、

或
る

種
の

肉

食
獸

、

夥
多
の

鳥
類

等
よ

於
け
る

か

如
く

多
少
群
栖
す
る

動

物
の

慣
性
巴

發

育
の

歴
史
と
を
考

察
せ

は

其
遠
距

離
鼠

め

り
だ

る

時
或
ハ

掌
は
遮

蔽

せ

ら
れ
全

體
の

見
へ

ぎ

る

時
等
よ

常
ウ

、

詞
種
の

動

物
を
容

易
よ

認
識
し

得
る

の

方

法
あ

ら
・

非
常
の

餐
再
マ
，

羞
朱
慮
の

讐
逃
・

≧
主

る

可
し
・

此
の

如

毒
を

爲
し

居
る

動

物

嘉
常
他
種
の

蒹
兜

λ

混
す
る

を
許
さ

す
。

而

し
て

共

相
叢
聚

し
居

る

間
n
一

般
よ

他

の

侵
撃
を

受
く

る

と
な

し
暹

雖

砧
、

若

し

散
逸
し

孤
獨
巴

獄

う
π

る

時
ハ

敵
手
の

中
に

落
る
・
と

容

易
な
る

者

巴

ず
o

故
に

か

丶

る

時

に

當
参
て

は
遨
遊
せ
し

者

も
其

眼
界
の

中
に

あ

う
て

は

遠
方
よ

う

割
然
其

友
を
識

別

し
得
る
の

方
注

を
有
す
る

と
非
常
に

肝

要

な
る

ぺ

し
。

容
易
に

相

認
識

し
得
る

或
る

方
法
ハ

各
群
中
の

幼
者

に

し
て

未
だ

雰
鑛
の

奮
煮
渥
差
荐
上
缺

奇
・

ら

葦
麦
上

巴
す
。

而

し
て

叉
雌
雄
其

匹

偶
を

識
り

受
胎
し

能
は
ぎ

る

如
き

変

尾
を
爲

す
の

害
を

避
く

可
き
な

ウ
。

予
は
信
す

、

此
の

須

用
な
る

事

件
は
總
て

他
の

源
因

ー
蘯
籤
簍
蟲
物

髢
乞

霪
せ
［

し

む
る

に

大

な
る

影
響
を

及
せ

し
を
。

自
然
に

生
存
せ

る

動
物

に

在
り

て

ハ

其

彩
色
殆
巴

普
く

左

右
相

同
し

と
雖

も
、

入

類
の

豢
養

せ
る

者
に

在
ク
て

は
數
々

然
ら
さ

る

と
あ
る

を
見

る
、

此
竜

恐
く

n

同
源

因
よ

歸
依

す
る

な

る
べ

し
。

何
巴

な
れ

は

畜
養
勸
物
に

於
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 九 廿 第 誌 雜 學 物 動

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

け
る

が

如
く

左

右
同
し
ウ

ら
す
し
て

且

種

々

異
樣
な
る

彩
色
を

有

す
る

と
わ

ら
は

、

原
野
中
に

あ

ウ
て

數

多
の

相

類
似
せ
る

種
屬
中

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　へ

よ

其
友
を

認
識
す
る

と
容
易
菰

ら
ぎ
る

可
け

れ
 

な
う
o

新
種
の

出
奈
だ

る

時
其

第
一

に

緊
用
な
る

諾
點
の
一

は
、

其

最
迅

類
似
せ

る

種
よ

り

之
を

識
別
し

得
る

事
な
る

可
し

、

而
し
て

そ
は
或
る

外

部
の

見

易
き

所
に

彩
色
の

差
異
を
生

す
る

乙
こ

そ

最
も
手

近
き
方

法
な
る

可
し

、

是
れ
特
に

鳥
類
六
足

蟲
類
等
に

普
逋
な
る

彩
色

斑
噛

文
の

驚
く

可
き
差
異
を
生

せ

し

源
因
な
る

可
し
。

二

三
の

實
例
ば

自
然
界

k
於
で

此
理
如
何
を

説
明

す
る

に

足
る

可
レ
o

予
の

此

事
3
氣
付
き
し
は
ダ

ー

ウ

抃

ソ

氏
の

左
の

記

事
ユ

よ

る

な

ム

リ
o

　

山
兎
の

其

毛
色
の

爲
に

容
易
に

草
間
よ

隱
匿
し
得
る

事
n

、

入

　

々
の

能
く
知
る

所
な

る

が
、

其
近
種

な
る

家
兎
ユ

あ
う
て

は
然

　

る

こ
能
ハ

ぎ
る

な

ウ
、

何
巴

菰

れ
バ

其
急

ぎ
て

穴
の

方
に

走
る

　

時
よ

當
う

、

白
色
の

尾
を

反
轉
ず
る

を

以
て

、

獄
夫
に

も
叉
疑
瓢

　

な

く
肉
食

獸
に

剋

反
て

目
た
つ

も
の

な

れ
 

な

う
o

然
れ
優

竜

其

慣
性
を
考
察
せ

ば
此
の

反
轉
せ

る

白
色
の

尾
ぬ

非
常

に

須
用
の

者
k
し
て

、

實
に

月

冨

霊
。

乙

著
者
の

言
ひ

し

如
く「

危

險
の

表

旗
」

た
る

を

知
る

可
し
。

此
種
n

通
常
夕
刻
後
に

穴

を

串

て
、

日

沒
後
或
は

月
夜
に

食
を
求
る

者
な

れ
ば

、

若
し

危
險
の

事

に

遭
遇
し

其
居
穴
の

方
に

逃
げ

行

く
に

當
血

、

前
に

在
る

者
の

反

轉
せ
る

白
尾
ば

、

後
方
の

獪
は

遠
く
に

出
て

を

る

も
の

、

或
は
幼

き
者
等
の

爲
め

に

指
導
表

旗
巴

な

う
、

以
て

二

三

前
者
の

所
爲
に

膸
行

し
、

忽
ち
k
し
て

安
全
の

地
に

到
る

を
得

可
し

、

故
に
一

見

危
瞼
な
る

が

如

き

彩
色
も
其

實
反
て

之
を

避
け

安

全
を
得
る
の

道

た

る

を
知
る

可
し
。

數
多
の

群
栖
菎
食
獸
よ

し
て

全

体
よ

り
雪
へ

河

保
護
色
を

有
す
る

者
竜

、

種
々

の

奇
よ

し
て

顯
朔
探

る

斑
文
を

存
す

る

あ
タ

、

こ

菟

亦
此
原
理

を
以
て

説
明
す
る

を
得
可

し
。

例
は
亞

米
利

加
の

中
。
，

旨

σq

び

⊆
6
犀

（

》
暮
富
06P

嘆
P

津
「

9
融

丕
）

は

後
方
に

白

斑
あ

り
て

口

喙

黒
色

な
ウ

、

タ

ル

タ

リ

ー

羚
羊

、

亞

細
亞
の

○
く【
ω

℃

o
嵩

ジ

ャ

卅

の

．

羊
、

鹿
類
の

數
種

、

齢
羊
類
の

數

多
外

亦
同
し
く

後
方
に

目

立
つ

自
色
の

斑
文

を
有
し

、

稍

暗
黒
な

る

体
色
竃

相
對
し

顯
明
な

れ
バ

、

共

友
遠
く

離
れ
居
る

も

能
く

之
を

見

之
に

從
ひ

行
く
を

得
可
し
。

動
物

彩
色
の

起
原
及
び

其

効
用

第
三

懇

一

〇
五

N 工工
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日 五 十 月 三 年 四 廿 治 明

動
物

彩
色
の

起

源
及
び

巽

効
用

第
三

卷

一

〇

六

殆
巴
同
大
同
形
の

者
數
種
同
一

の

地
方
に

棲
息

ず

る

時
ハ

、

i

例
は
亜

弗
利
加
の

朔
羊
の

如
き

i
前
に

記

せ

し

者
の

如

く
互

に

相

識
別
す
へ

き
種
々
の

瑳
文
を

見
る

可
し
。

O
器
N

巴
。

a
め

臀
部

と
腹
部
に

白
色
の

所
あ

う
て

面
部
に

種
々

の

腺
條
あ

ウ
oo
。

噂
「

ぎ
σq

−

げ

言
貫

≧
き
。

鷺

守
90
「

。
）

に

は
面
部
巴
側
面
よ

各
一

ヶ

所
の

白
斑

あ
り

尾
上

に

も
亦

奇
ユ

し
て

特

異
冢
る

自
條
を

有
す

、

然
れ
ビ

竜

其
安
靜
に

駕

し

居
る

時
は
伎
膚
の

褶
襲
殆
と
之
を
覆
ひ

隱
ず
を

以

て

其
移
動
す
る

時
に

非
さ

れ
は
到

然
之
を

認
む
る

能
は
す

、

此
れ

兎
の

反
轉
せ
る

自
尾
ビ

全
く
其

作
用
を
同
す

。

譁
＝

駐

に

て

は
臼

き
臂
斑
k
黒
き
縁
あ

ウ
且

．

其

角
は
一

種

奇
異
の

形
歌
を

爲
す
を

以
て

前
方
よ

う

見
る

も

直
ユ

識
別

し

得
へ

し
。

しり

9

三
。
−

騨

韓
位
。

隔、

O
雪一
し。

ウ
o

♂

○
曼
き

国
程冖
び

8
し。冖℃
ヒ⇔
o

葺
。

−

σ

o

厂

》

ま
爰

竺
寸

各

特
異

の

白
斑
を
有
し

加
之
各

種
固

有
に

し
て

甚
だ

目

立
つ

形

羝
の

角
を

存
す
る

を
見

れ
ハ

、

其
長
さ

、

捩
れ

方
、

曲
う

方
等
の

相
異
な

る

は

相
互

に

其
同
類
を
認
識
す
る
か

爲
め

特
化
し

た

る

者
よ

し
て

、

此

種
の

慣
性
よ

う
老
ふ
る

も
、

防
禦
法
の

異
な

る
か

爲
に

發
逹
せ

し

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

者
に

は
あ

ら

さ

る

可
し
o

竝
よ

附
記
せ
さ

る

可
ら
さ

る

肝
要
の

事
あ

り
、

則
ち
此
等
の

認
識

用
の

斑
文
は

森
林

灘
澤
の

内
に

住
ず
る

齢
羊
類
に
n

能
く

發
育
し

旧

ら
さ
る

と
是
な

う
。

例
n

樹
木
鬱
葱
π

る

山

地
臥

佳
す
る
O
噸
 

げ
σ

ざ
は

長
き
耳
の

尖
端
に

黒
き

厨
あ
る
の

み
に

し
て

他
ハ

殆
巴

季

等
の

彩
色
を
有
す
oU

亳
冨
〒
σ
。

7

及
び

濁
78

紆
−

げ
。】
宀

ハ

注

意

し
て

樹
林
の

中

を
あ
さ

る

者

な

行
か

、

極
て

小

き
臼
斑
の

後
部
に

存
す
る

の

み
に

し
て

他
a
斑
文
あ

る

と
 
し
o

森
林

中
よ

棲
息

す

る

畄
oo

｝
歩
o
岸

は
雌
雄
相

俘
ふ

も
の

よ

し
て

、

全
體
暗

き
稟
色
を

鱈
し
一

も

特
異
な
る

斑
點
あ
る

と
な

し
、

其

雄
雄

相

異
な
る

所
ハ

只

雄
の

角
を

有

す
る

に

あ

る

の

み
。

互

大
に

し
て

美
麗
な
る

因
o

マ

匹

oo

ハ

靉
樹
間
を

來
徃
し

全
膿
縱
の

白
條
を
有

す
、

之
れ

疑
も

豕

く

保
護
色
に

し
て

、

其
認

識
の

用
を

な

す
は
共

E
大
な
る

螺

線
歌

の

角
に

あ
う
巴

す
。

固
餌

＆

n

季

地
に

佳
し

其
體
E
大
に
し
て

形

状
辨
別
し

安
き
を

以
て

彩
色
は
全

體
一

樣
な

ウ
、

然
れ

巴

も

U
・

7

ξ
昌
。

暫
ロ

バ

林
中
に

棲
息
す
る

を

以
て

保
護
の

爲
め

條
紋
を

有

す
。

叉
可
憐
な

る

○。

℃
Φ

穿
。、
。・

9

耳
Φ

δ

髢

は
終

始
沼
地
の

蘆

中
に

生
活
す
る

者
よ

し
て

、

體
側
a
蒼
白

色
の

横
線

、

（

保
護
色
）

顔
面

N 工工
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ド

蹙
胸
部
に

白
斑
（

認
識

色
）

あ
ウ
o

亳
oo

画”
も。

＝
舞
葺
巴

甲
闘

馨
o
受

其
他
圖
書
を

掲
け

た

る

書
籍
よ

つ

き
て…
羚
羊
其

他
の

獸
類
の

圖
を

一

覽
せ
は

、

只
に

記

逋
Y

逋
讀
せ
ん
よ

う

實
意
の

わ
る

所
を

容
易

に

想
見
す
可
き
探

う
。

麝
羊
誠

馴
鹿
等
の

暗

黒
色
な

る

迅

亦
此
種
の

彩
色
の

例
な
る

可
し．

此

等
の

動
物
ハ

積
雪
の

申
に

あ

う
て

害
敵
多
か

ら
さ

れ

は
遠
く
よ

b
互
よ

識
認
し
得
る

と
甚
た

必

用
に

し
て

、

隱
匿
を
要
ず
る

と
少

し
o

マ

グ

ラ
ム

マ

や
此
に

類
す

る

》
ω…

建
・。

ρ

呂
αq
σq
弾

等
の

目
立
つ

線

紋
、

或
る

猿

類
の

顏
面
a

存

す
る

模
樣
等
も

、

亦

恐

く
ハ

同
理

に

よ

る

も
の

な

り
。
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